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このような方法で測定すると腹腔で継代しているAH細胞の in vitro、浸潤能は104 :t 53colonies/cnf で、
あった。このAH細胞を培養し，クローニングし in vitro の浸潤能が約10倍高い，高浸潤性のクロー
ン (C 1 -30) を得た。 C 1 -30は腹腔に移植すると，腹膜に強く浸潤し，腹膜内に多くの浸潤性腫痛
を形成すると共に，傍胸腺，縦隔洞リンパ節にも転移して腫痛を形成する。腹腔で継代している invitro 
浸潤能の低いAH細胞を移植すると浸潤の程度は少なく，腹膜内の浸潤性腫痛の形成も見られない。こ
れらは， in vitro の浸潤能が， in vivo での浸潤の程度をよく反映していて，筆者の開発した in vitro 
での浸潤能測定系の有用性を示唆するものと恩われる。
この in vitro の浸潤モデル系を用いてAH細胞の in vitro 及び m VIVO の浸潤を強く抑制する物質
をラット正常肝より抽出した。即ちラット正常肝を酸/エタノールで、抽出後，抽出液にエーテル/エタ
ノールを加えて得た沈澱を酢酸で可溶化し，分子量3500-10 4 の分画を得た。この分画 (0.8- 4μg/ 
mP) はin vitro での浸潤能を60-90%阻害した。阻害活性は酸性(塩酸0.2N) ， 100oC, 20分の処理，
又は蛋自分解酵素による処理で失活した。
癌細胞を前もってこの抑制因子(Invasion Inhibiting Factor : IIF) で処理したのち， IIF を除き衆
膜細胞層に重層しても浸潤は同程度に阻害された。このことから IIF は癌細胞に直接結合して作用した





胞数)を計測すると， IIF はAH細胞の侵入を阻害することが明らかになった。又，侵入に先行する A
H細胞の偽足形成を伴う細胞運動は IIF の存在によって強く阻害されていることがわかった。 10- 7 M 
"'1O~8 MのコルヒチンやO. 1'" 1μg/mPサイトカラシン B はいづれもAH細胞の in vitro 浸潤を阻害
し 7こo
上記のように， IIF が in vitro でのAH細胞の浸潤を阻害することがわかったが， in vivo での浸潤
に対しても有効であるかどうかを調べた。高浸潤性細胞 (C 1 -30) を腹腔移植するときに酸/エタノー
ル抽出液または部分精製 IIF を同時に注入すると， 11例中 8 例に於いて、浸潤性腫癌の形成やリンパ節へ
の転移を全く認めなかった。浸潤性腫痛の形成をみた残りの 3 例の浸潤性腫痛の平均重量は0.18g/rat
で， IIF を注射しなかった対照群 (3.5g/rat) に比べ，約 1/10以下に抑制されていた。
筆者の開発した浸潤実験系は操作が簡単で，この系によって測定された in vitro 浸潤能は m VIVO に
おけるこの癌細胞の浸潤の程度をよく反映している。更に，浸潤の程度を数量的に表現出来るので，浸
潤に関与する因子の検索，並びに浸潤を抑制する因子を生化学的に追求するのに適している。









本論文は in vitro で癌細胞の浸潤を定量的に評価できるモデル系を開発しこの系を用いて浸潤を抑
制する因子を検索発見したもので薬学博士の称号を授与するに値するものである。
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